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研  究  目  的 

 

整形外科における手術治療は，骨折治療, 腫瘍切除, 慢性疾患治療など多岐に

わたる. 軟部組織の広範囲におよぶ損傷を伴った開放骨折の手術では，手術部位

の感染を予防することが，良好な骨癒合を得るためにとても重要となる．そのため，

ポピドンヨード（PVI）などの消毒薬で創部を洗浄してから骨折の手術を行うこと

がある．各種濃度の PVI は，創部の感染予防に有効とされているが，特に海綿骨部

位での骨癒合にどのような影響があるかは検討されていない．一方，骨巨細胞腫な

どの骨腫瘍の手術では腫瘍の掻爬が行わることが多いが，腫瘍の再発を予防するこ

とが重要となる．エタノール（EtOH）による掻爬部位の処置は，再発予防のために

有用との報告がありよく用いられるが，腫瘍が好発する海綿骨部位において EtOH

処置が海綿骨の骨癒合や骨形成にどのような影響を及ぼすかは検討されていない．

そこで本研究では，骨折や腫瘍が好発する海綿骨領域において，PVI と EtOH が骨

癒合に与える影響を検討することを目的とした. 

 

 

 

 

研  究  方  法 

 

16 週齢の雌 Sprague-Dawley ラットを用い，脛骨近位海綿骨部を遠位まで縦割する

骨切りを行った．以下の薬剤を浸透させたガーゼを骨切り部に 6 分間挟み込み留

置し，ガーゼを除去した後骨切り部を締結した．生理食塩水を浸透させたガーゼを

挟み込んだ Vehicle 群，10％PVI を浸透させたガーゼを挟み込んだ PVI 群，95％

EtOH を浸透させたガーゼを挟み込んだ EtOH 群（各群 n = 14）の 3 群を設定した．

ガーゼの留置時間は，薬剤の骨癒合に対する影響を検討した過去の報告を参照し決

定した．また，PVI の濃度は過去に骨癒合への影響が報告された濃度，EtOH の濃度

は臨床で使用される濃度とした．骨切り部を締結後，2 週または 4 週で標本を採取

し脛骨近位骨切り部の脱灰薄切標本を作製し，H&E 染色後骨癒合率を計測した．骨

癒合率は，脛骨近位部の成長板から遠位に 400μm の範囲で，骨切り全長に対する

骨性癒合している長さの割合（％）で計測した．  

 

 

 

 

 

研  究  成  績 

 

2 週群では, 脛骨近位骨切り部の骨癒合率は Vehicle 群で 38％, PVI 群で 21％, 

EtOH 群で 20％であった. Vehicle 群と比べ PVI 群と EtOH 群で有意に骨癒合率が低

下した（p < 0.001）. PVI 群と EtOH 群では群間には有意差はなかった. 

 4週群では, 骨癒合率は Vehicle群で 42.5％, PVI群で 23.1％, EtOH 群で 28.2％

であった. 4 週群では 3 群間には有意差はなかった. 

 

 

 

 

 

 

結    論 

 

ラット脛骨近位骨切り部において，10％PVI と 95％EtOH は骨切り後 2 週の骨癒合

を遅らせたが，骨切り後 4 週の骨癒合には影響がなかった．  
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